




















































































































(une fois pour toutes) 到達することを欲していたのだと。その艱難
辛苦のうちに〈自然〉は三つの王国［動物，植物，鉱物の三界］や諸々
の種を産出し，こうしてこの完遂は挫かれた。というのもそれが創造



























































































































































































もともと語源を同じくするらしい errer「放浪する」と erreur 「誤謬／
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